
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2506 号 
 

2021.7～2022.6 
会   長 森本博明 
副 会 長 北村公一 
幹   事 小川佳伸 
雑誌･広報･会報委員長 

澤木政光 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

 

創立 1959 年 6 月 16 日 

 

 

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

2021～22 年度 
国際ロータリー会長 

Shekhar Mehta 
(奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために) 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内    
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12 時 30 分より  

事   務   局：10 時～16 時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： www .s un -i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/ 

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 
 
「第 2 回定例理事会より」 

2021-22 年度 会長 森本博明 
 
 

 8 月 2 日から 31 日まで大阪府にも 4 回目の緊急事態宣言が再発出されました。 
それに伴い 8 月中は、例会及びフォーラムは中止、週報のみの発行とし予定の卓話は抄録を掲載いたします。 
コロナ禍の中、先行きが見えず、会員の皆様とお会いできないのが大変残念です。 
 
8 月 2 日(月曜日)20 時 30 分より第二回定例理事会を ZOOM 開催しました。 
   理事会報告事項 
・クラブ奉仕委員会－8 月 10 日のフォーラムの中止 
・社会奉仕委員会－豊中市社協 みんなの福祉 8 月 1 日に豊中ＲＣお米 1,000 ㎏寄付の記事が   
 掲載されました。 
・国際奉仕委員会－財団より GG の承認が下り、当クラブから約 130 万円を振り込んだ。 
 シーロムロータリークラブより来年春に訪問してほしいとの事 
・青少年奉仕委員会－特になし 
 
   協議事項 
・会議室の値上げの件はホテルアイボリーに入っている 4 クラブと会長が連絡をして決める 
・8 月 23 日(月曜日)20：00～クラブ談話室を ZOOM にて行う。 
・例会が休会中も週報を毎火曜日に発行するが型式・内容は会長に一任する。 
・事務局給与の件も会長に一任する。 
・緊急事態宣言解除後の例会場は今後検討する。 
 
  会員の皆様におかれましては、コロナ禍の中、また猛暑の中 
 健康に充分に気を付けてお過ごしください。 
 

 

                           

     

 

次 回 （ 8 月 24 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 
 

「インスリン発見 100 周年 よもやま話」 

 

卓 話 担 当 ： 松 山 辰 男   
 

 

本 日 （ 8 月 1 0 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
 

「 コ ロ ナ 禍 と ロ ー タ リ ー 活 動 」  

 

卓 話 担 当 ： 北 村 公 一  
 

 

令和 3 年 8 月 10 日 

 



○幹 事 報 告○ 
 

・国際ロータリー日本事務局より 
 8 月のロータリーレートは 1 ドル＝110 円です。 
・国際ロータリー第 2660 地区より 
「公共イメージ向上セミナー事前アンケートのお願い」が

届きました。 
「ロータリーの友 8 月号 推奨記事と関連記事のご紹介」

が届きました。 
「会員増強・新クラブ結成推進月間｜リソースのご案内」

が届きました。 
・〈公財〉米山記念奨学会より 

「普通寄付金：申告用領収証、受付開始のお知らせ」が届き

ました。 
 

✑ 掲 示 板 ✑ 

・クラブ奉仕フォーラム 
 日  時：2021 年 8 月 10 日（火）  
 緊急事態宣言発令に伴い中止 
・情報集会は中止いたします。 
・クラブ談話室 
 日  時：2021 年 8 月 23 日（月）20：00～ 
 開催方法：Zoom ウェビナー 
・地区公共イメージ向上セミナー 
 日  時：2021 年 8 月 28 日（土） 10：00～11：30 
 開催方法：Zoom ウェビナー 
・クラブ青少年奉仕合同委員長会議   
 日  時：2021 年 8 月 28 日（土） 13：30～16：30 
 開催方法：Zoom ウェビナー 
・クラブ米山委員長・カウンセラー研修会 
 日  時：2021 年 9 月 4 日（土）  10：00～12：00 
  開催方法：Zoom ウェビナー 
・地区ロータリー財団セミナー 
 日  時：2021 年 9 月 4 日（土）  14：00～17：00 
 開催方法：Zoom ウェビナー 
 
  
 
 
 
※事務局のお盆休みは 8 月 11 日（水）から 8 月 15 日（日）

までお休みを頂きます。お休みの間の緊急の連絡は会長・

幹事までお願い致します。 
 
会長：森本博明  090-8205-4550 
 
幹事：小川佳伸  090-2061-3319 
          
 
宜しくお願い致します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・9 月 18 日（土）～20 日（祝）に予定されておりまし
た秋の RYLA（ホスト：摂津 RC）は、10 月 30 日（土）、
31 日（日）、11 月 3 日（祝）（日帰り）に変更されま
した。 

 

 

豊中市社協 みんなの福祉 

 

 前年度に、豊中市の社会福祉協議会に

お米 1 トンの寄付をさせていただきまし

た。 

 社協の地域誌“みんなの福祉”に掲載

された記事です。 

豊中ロータリークラブ ZOOM 談話室 

開催日：令和 3 年 8 月 23 日（月） 

20 時 00 分～21 時 00 分 

話題：コロナ禍とロータリー活動、ほ

か 

上記時間帯にご自由にお気軽にご入室

ください。 

8 月 21 日に各位宛に招待状をメールで

おくります。 

入室法は招待状に記載いたします。 

問合せ先：090-3928-8776（北村） 
 



 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✑8 月 3 日の誌上卓話✑ 
 

 
 「精神状態を大和言葉で理解する。」 

             卓話担当：都井正剛 

 

意味連関 大和言葉にも一つの言葉やその言葉の変化で種々近い意味を表す傾向がある。例えば目（め）、

見る（みる）、的（まと）、まじまじ、認める（みとめる）などのように。そのような言葉の意味連関を通

して精神状態を理解するのも面白い（おもしろい）。 
 
精神状態にはこころ、気、あたまが関係する。 

こころ、ころは身体の内臓を表す言葉であり、特にこころに心臓の漢字があてはめられているのは心臓

が内臓の中心と言えるからである。精神のはたらきで重要な感情・情緒と関係するゆえに、心臓が最近ま

で心（こころ）・精神がある場所と考えられていた。このように今でも心臓が心（こころ）の座であり、

精神の座と考えられる傾向がある。 
あたまは思う（重い）・考える（かむかう）場所である。その他種々の精神の働きが大脳によってなさ

れているとわかってきたため最近では頭が精神の座になっている。感情・情緒も大脳の辺縁葉が担ってい

るとわかってきている。あたまがいい・わるい、あたまの回転が速いなどあたまはとくに知能と関係して

いて、精神の座であるあたま（頭）は感情状態に加えてそれ以上に認知機能を担っていると考える傾向が

目立ってきている。 
現在ではこころよりあたまが精神の座と考えられるようになっている。あたまは あ・たまであり、ひ

と（霊と）の体の上部にある玉（たま）、魂（たま）、霊（たま）である。たまから連想するにあま（天、

海）あめ（雨）、なま（生）、やま（山）などがある。（天から雨がふり、海になって生のものから玉・魂

ができる。） 
認知の認は認める、見止める、しっかりみるなどの意味があり、知はしることである。みとめる、みる

（見る）、め（目）、まと（的）などは視覚機能をあらわしている。しる（知る）、しろ（白）はあかるい

（明、赤）という意味ともむすびついており、領る（しる）、城（しろ）は自分の領分・把握ともむすび

ついている。しれる（痴れる）はあたまが真っ白になる状態の意味もありこのようにしるは知能や認知症

をあらわしたりする。 
気は中国からきた言葉だがかなり日本語化している。大和言葉のけ・毛はただようもの、おおうものと

いう意味をもっており、気とけは非常に近い意味をもっている。気は体、身から心が外にあらわれおおっ

ている現象という意味もあり、こころ（心）が体の外にでたものである気が大きい・小さい、強い・弱い

と言い、気の色が悪いのを気色が悪い、気と気が合うだけではなく気心を知る必要があるなどという。そ

の他気の動きに注意して気がつく、気になる、気持ち・気分という。不思議なことに気が抜けると毛が抜

けることもある。 
認知（みとめる、しる）の働きに理解するということもあり、わかるといういいかたがある。分かると

はわく（湧く）われる（割れる）などと関係してなにもないところに割れ目が出来て区分されるという現

象である。白紙に線を引くイメージでもある。あるいは紙を切っていくイメージである。面積のあるもの

に面積のない線をひいてもひいても線のひいていないところ、紙をきってもきっても切られてない紙の面

積は理論上は変わらず、結局分かることが増えても、分からないところは同じだけある。（汝自身の無知

を知れ。） 
興奮してまとまらない精神状態をあれる、あらあらしいという。このようにあれる、あらあらしいなど

の精神状態はありありと目立ったかたちであらわれる（現れる、表れる、出現する）。あれる、あらあら

しいはいかりをともなった激しい精神状態のときもあり、そのような精神状態に迫力があるなどの意味が

ある。あらたしいとはあたらしいことであり、あれたり、あらあらしい出来事があって初めて新しいこと

がうまれてくる。 
以上のように精神状態を大和言葉で考えるのも面白い。 

 


